
建
交
労
神
田
支
部
第

８
８
回
定
期
大
会
が
、

１
０
月
２
日
（
日
）
に

東
京
ト
ラ
ッ
ク
健
保
会

館
に
て
２
年
ぶ
り
に
現

地
開
催
で
行
わ
れ
、
執

行
部
１
８
名
、
代
議
員

６
６
名
の
計
８
４
名

（
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加
２
名

・
委
任
状
提
出
者
２
名
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
前
山
常
任
よ

り
開
会
の
挨
拶
と
大
会

諸
役
員
の
提
案
が
行
わ

れ
、
コ
ア
テ
ク
ノ
分
会

の
葛
目
代
議
員
と
岩
槻

分
会
の
小
池
代
議
員
が

議
長
と
し
て
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、

本
大
会
に
中
央
本
部
鈴

木
書
記
次
長
と
中
央
労
働

金
庫
一
ツ
橋
支
店
か
ら
安

田
支
店
長
が
来
賓
と
来
て

頂
き
激
励
の
あ
い
さ
つ
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
執
行
部
を
代

表
し
上
村
執
行
委
員
長
か

ら
の
挨
拶
が
あ
り
、
世
界

紛
争
に
起
因
す
る
原
油
価

格
の
高
騰
と
、
急
速
に
進

ん
だ
円
安
の
影
響
に
よ
る

物
価
高
騰
が
影
響
し
１
０

月
か
ら
も
約
６
７
０
０
品

目
が
値
上
げ
な
ど
私
た
ち

の
暮
ら
し
は
以
前
に
も
増

し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
ト
ラ
ッ
ク

運
輸
産
業
に
目
を
向
け
る

と
こ
の
間
、
改
善
基
準
告

示
作
業
ト
ラ
ッ
ク
部
会
に

て
前
々
か
ら
議
論
と
な
っ

て
い
る
長
時
間
労
働
な
ど

の
具
体
化
に
つ
い
て
若
干

の
改
善
は
進
ん
だ
が
未
だ

労
使
で
の
考
え
に
大
き
な

隔
た
り
が
あ
り
、
今
後
と

も
労
働
環
境
改
善
の
た
め

に
労
働
組
合
と
し
て
奮
闘

し
て
い
き
た
い
と
決
意
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

神
田
支
部
の
組
織
建
設
に

つ
い
て
、
８
月
末
に
は
１

９
５
７
名
の
組
織
建
設
を

達
成
し
た
が
離
職
者
が
多

い
の
も
現
状
で
あ
り
、
組

合
未
組
織
で
あ
る
会
社
の

組
織
化
も
視
野
に
入
れ
つ

つ
２
２
０
０
名
組
織
の
建

設
を
目
指
し
更
な
る
組
織

強
化
を
目
指
し
て
い
く
と

発
言
し
挨
拶
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

続
い
て
石
塚
書
記
長
か

ら
２
２
年
度
の
総
括
と
２

３
年
度
運
動
方
針
（
案
）

が
提
案
さ
れ
、
提
案
の
中

で
は
、
こ
の
間
、
旧
レ
キ

ス
ト
使
用
人
問
題
な
ら
び

こ
の
間
の
カ
ン
ダ
グ
ル
ー

プ
内
で
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
問
題
な
ど
、
労
働
組

合
と
し
て
不
正
を
許
さ
ず

引
き
続
き
会
社
に
は
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守
徹

底
を
求
め
る
と
同
様
に
組

合
で
は
、
未
だ
に
長
時
間

労
働
を
し
て
い
る
職
場
に

関
し
て
安
心
安
全
な
職
場

環
境
を
め
ざ
す
為
に
、
会

社
に
は
、
労
働
時
間
改
善

と
今
後
一
切
こ
う
い
っ
た

職
場
を
作
ら
な
い
よ
う
組

合
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
体
制

を
強
化
し
て
い
く
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
貫
常
任
よ
り

２
２
年
度
会
計
報
告
並
び

に
監
査
報
告
と
２
３
年
度

予
算
編
成
（
案
）
が
提
案

さ
れ
、
大
塚
会
計
監
査
よ

り
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。次

に
石
塚
書
記
長
よ
り

特
別
報
告
が
行
わ
れ
、
１

８
年
に
発
生
し
た
前
書
記

に
対
す
る
最
終
報
告
が
あ

り
訴
訟
の
結
果
と
返
済
状

況
、
今
後
の
返
済
対
応
の

見
通
し
な
ど
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
休
憩
後
の
質

疑
・
討
論
で
は
、
１
３
の

分
会
か
ら
各
分
会
が
現
状

抱
え
て
い
る
問
題
や
職
場

要
求
に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
り
、
最
後
に
青
年
婦
人

部
か
ら
の
活
動
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
議
案
の
採

決
が
行
わ
れ
、
一
般
経
過

報
告
・
会
計
報
告
・
監
査

報
告
、
運
動
方
針
（
案
）

予
算
編
成
（
案
）
並
び
に

諸
決
議
（
案
）
、
大
会
宣

言
（
案
）
と
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
物
価
高
騰
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
神
田
支
部
の
必

要
性
を
示
し
、
組
織
的
力

量
強
化
に
向
け
て
更
な
る

躍
進
を
!!
」
を
確
認
、
新

年
度
役
員
選
挙
の
結
果
報

告
が
あ
り
、
全
て
の
提
案

が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

最
後
に
奥
貫
副
執
行
委

員
長
よ
り
閉
会
の
挨
拶
、

吉
田
青
年
婦
人
部
長
に
よ

る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
第

88
回
神
田
支
部
定
期
大
会

は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

【
前
山
常
任
】

先
般
の
第
８
８
回
建
交

労
神
田
支
部
定
期
大
会
に

お
い
て
、
副
執
行
委
員
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
関

西
Ｃ
Ｓ
分
会
の
小
城
で
ご

ざ
い
ま
す
。
私
は
労
働
条

件
・
賃
金
改
定
を
進
め
る

政
策
委
員
も
兼
務
し
て
お

り
、
こ
の
最
重
要
課
題
に

つ
い
て
結
果
を
求
め
１
年

間
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
要
求
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
組
合
員

一
人
ひ
と
り
が
運
動
の
担

い
手
と
な
り
、
力
を
結
集

し
団
結
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
組
合

員
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

組
合
活
動
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

【
小
城
副
委
員
長
】

大
会
終
了
後
、
第
１

回
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、

新
常
任
執
行
委
員
の
支
部

内
で
の
役
割
分
担
と
労
使

委
員
会
の
担
当
、
各
分
会

大
会
へ
の
配
置
を
確
認
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
神
田
支
部
規
約

お
よ
び
労
働
協
約
に
も
と

づ
き
、
今
年
度
の
専
従
体

制
を
上
村
委
員
長
と
石
塚

書
記
長
に
す
る
こ
と
も
合

わ
せ
て
確
認
し
ま
し
た
。

【
書
記
局

石
塚

和
】

手から手へ仲間といっしょに読もう

全日本建設交運一般労働組合
神 田 支 部

〒101-0061千代田区神田三崎町3-2-4
電 話 0 3 - 6 6 7 4 - 2 1 2 9
ﾌ ｧ ｯ ｸ ｽ 0 3 - 6 6 7 4 - 2 9 8 6
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２０２３年度役員体制

執行委員長 上村 誠（西神田） 再 任

副執行委員長 奥貫岳史（岩 槻） 再 任

副執行委員長 小城 寛（関西ＣＳ）新 任

書記長 石塚 和（西神田） 再 任

常任執行委員 武田行央（岩 槻） 再 任

常任執行委員 大貫高志 (北関東CS) 再 任

常任執行委員 近藤貴大（岩 槻） 再 任

常任執行委員 前山 尊（コアテ） 再 任

常任執行委員 松崎守男（東京ＣＳ）再 任

常任執行委員 森田晃弘（東海ＣＳ）新 任

会計監査 赤羽奈津希（西神田) 再 任

第
８
８
回
定
期
大
会
開
催
!!

～
２
年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
開
催
に
８
４
名
が
集
ま
る
!!
～

吉田青年婦人部長による団結ガンバロー

新
任
小
城
副
委
員

長
の
紹
介

第
１
回
執
行
委
員
会

の
報
告


